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事業の概要 事業評価結果 ：菊地　春海
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事業費： 36億円 走行時間短縮便益：　37億円

維持管理費：0.3億円 走行費用減少便益：　4億円

交通事故減少便益：　0億円

B/C= 1.4 (交通量＋１０％） B/C= 0.7 (交通量－１０％）

B/C= 1.0 (事業量＋１０％） B/C= 1.3 (事業量－１０％）

B/C= 1.0 (事業期間＋２０％） B/C= 1.2 (事業期間－２０％）

約４９億円 3,600台／日

事業概要図

採択の理由

注目すべき影響はない。

救急車両の現地までの所要時間が短縮し、より早期に治療が可能。
［中津川茄子川地内→中津川市民病院間の所要時間］
現況　約15分　→　整備後　約11分（4分短縮）

リニア駅を中心に、濃飛横断自動車道及び東濃東部都市間連絡道路（仮称）が整備さ
れ、東濃クロスエリアを位置づけられており、工業・産業地域の新たな企業誘致が期
待される。

本市は岐阜県内で唯一、東海地震に関わる地震防災対策強化地域に指定されているた
め、災害時の緊急輸送路として利用可能。

注目すべき影響はない。

観光目的の訪日外国人のアクセス性を向上させ、更なる外国人観光客の誘致を期待。
（主な観光名所：馬籠宿、付知峡、苗木城跡、栗きんとんめぐり）

Ｈ27年度予備設計完了
関係地元区長へ計画説明（Ｈ28.2.24、Ｈ28.2.25）関係する地方公共団体等の意見

－

学識経験者等の第三者委員会の意見

－ 事業主体である中津川市が実施した評価結果に基づけば、費用便益比が１．１と便益が費用を上回っており、事業採
択の前提条件が確認できる。
また、交通渋滞の緩和、交通事故の削減、地域経済発展が図られるなど、当該事業の整備の必要性、効果は高いもの
と判断される。
以上により、本事業を平成２８年度新規事業箇所として妥当であると考えられる。

事業採択の前提条件

　費用対便益　：便益が費用を上回っている。
　手続きの完了：市道認定（Ｈ２８．７）予定
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事業の目的、必要性

　ＪＲ中央本線美乃坂本駅周辺と中津川中心市街地を連絡する２車線以上の道路網は、安全性や防災性、走行性
が十分確保されていない。この道路の整備により、美乃坂本駅周辺における道路ネットワークの多重性が図ら
れ、周辺地域の暮らしの安全・安心が確保される。また、市内幹線道路網が形成され、広域幹線道路・幹線道路
の混雑を緩和し、拠点間を多様な手段で円滑に移動することが可能になる。

全体事業費 計画交通量

事故対策
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事業概要

総費用 36億円 総便益 41億円 基準年

平成27年
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感度分析の結果

交通量変動

　東濃東部都市間連絡道路は、地域高規格道路である濃飛横断自動車道と結節し、都市拠点間（中津川中心市街
地と恵那市街地）を連絡する幹線道路として新規計画。
　この内、濃飛横断自動車道から国道２５７号までの工区は、主要施設であるリニア岐阜県駅、中津川市民病
院、中部総合車両基地等を意識した位置への配置により、産業や観光の活性化や美乃坂本駅周辺の地域防災力向
上にも繋がるなど、ストック効果が期待できる。

事業費変動

幹線となる当該道路の整備により、周辺の生活道路との差別化が図られ、周辺道路で
の事故件数（５件／年）の減少が期待できる。

現在、東西を繋ぐ周辺道路は幅員狭小箇所、線形不良箇所、歩道未整備箇所等多数あ
り、混雑や事故の発生が問題となっているため、当該路線の整備によりその解消が図
られる。
また、東西道路の軸である国道１９号と並行することで、機能補完や周辺道路の渋滞
解消が図られる。
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新規事業採択時評価結果（平成２８年度新規事業化箇所）
担 当 課
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工業団地
（仮）東濃東部都市間連絡道路出入口

工業団地予定地

（リニア関連）

東濃東部都市間連絡道路（仮称）
延長＝４．８０km

中津川

（仮）坂本58号線出入口

（仮）坂本264号線出入口


